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中平ひとし事務所会報 

 （１）平成１６年４月２４日 第７号

お知らせ

工藤後援会、中平後援会、欅の会久慈支部三者合同役員会で
「民主党久慈支部」・「主浜りょう　後援会」が結成されました。
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春
た
け
な
わ
の
今
日
こ
の
ご
ろ
、
皆
様
に
は
い

よ
い
よ
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
一
方
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
た
ま
わ
り
、

心
よ
り
感
謝
し
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ふ
り
返
っ
て
こ
の
一
年
、
ま
さ
に
皆
様
に
支
え

ら
れ
て
の
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
は
、
県
政
が
抱
え
る
諸
課
題
に
つ
い

て
、
私
な
り
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
自
ら
に
課
し
て
い
る
湾
港
問
題
を
は
じ
め
、

生
活
環
境
、
教
育
、
情
報
技
術
（
I
T
機
器
）
へ

の
対
応
や
新
幹
線
八
戸
延
伸
に
伴
う
ア
ク
セ
ス
の

課
題
等
々
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
度
ご
と
に
知
事
は
じ
め
当
局
の
真
摯
な
対

応
に
接
す
る
と
き
、
地
域
の
皆
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
重
さ
を
実
感
し
て
参
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
一
年　

中　
　

平　　
　

均

　

こ
の
度
十
六
年
度
予
算
審
議
に
あ
た
り
、
知
事

が
い
う
「
構
造
改
革
元
年
」
と
い
う
事
情
も
あ
っ

て
か
、
膨
大
な
資
料
の
提
示
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
資
料
に
基
づ
き
ど
う
し
て
予
算
規
模
の
縮
小

が
避
け
ら
れ
な
い
の
か
、
そ
の
状
況
に
つ
い
て
、

予
算
特
集
と
し
て
「
県
政
報
告
版
」
を
お
届
け
し

ま
す
。
小
泉
内
閣
が
掲
げ
る
「
構
造
改
革
」
は
三

位
一
体
ど
こ
ろ
か
「
三
位
ま
ば
ら
」
基
幹
財
源
の

先
ゆ
き
不
透
明
な
財
政
構
造
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
ま
す
。「
財
政
基
盤
の
構
築
と
、
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
行
政
経
営
体
を

…
」
議
会
が
予
算
に
付
し
た
意
見
の
主
旨
で
す
。

今
後
一
層
、
国
が
目
指
す
政
治
の
行
方
が
本
当
に

私
達
の
暮
ら
す
地
域
に
光
を
あ
て
て
い
く
の
か

注
視
し
、
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
県
議
会
議
員
と
し
て
雇
用
対

策
、
年
金
医
療
の
問
題
、
地
場
産
業
を
軸
と
し
た

産
業
の
活
性
化
な
ど
、
諸
問
題
に
地
道
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
先
の
役
員
会
に
お
い
て
、
民
主
党

久
慈
支
部
結
成
の
承
認
を
頂
き
、
不
肖
わ
た
く
し

が
支
部
長
の
重
責
を
に
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
こ
の
夏
に
予
定
さ
れ
る
、
参
院
選
に
出

馬
予
定
の
、
党
公
認
・
主
浜
り
ょ
う
県
連
参
与
の

支
援
と
、
後
援
会
結
成
に
つ
い
て
ご
賛
同
を
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
同
参
院
選
・
全
国
比
例
で
出
馬
予

定
の
工
藤
堅
太
郎
先
生
と
緊
密
な
連
携
を
は
か

り
、
政
権
交
代
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
据
え
、
総
力
を

注
ぐ
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

変
わ
ら
ぬ
ご
声
援
を
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

久慈
野田
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知
事
は
二
月
県
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
十
六
年
度
予
算
編
成
に
関
し
次
の

よ
う
に
述
べ
ま
し
た
。
（
要
旨
）

　

『
改
革
と
い
う
潮
流
の
中
、
岩
手
の
将
来
に
備
え
、
今
か
ら
し
っ
か
り
と
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
責
務
と
考
え
る
。
国
地
方
を
通
じ
た
厳
し
い
財
政

環
境
の
も
と
、
税
源
の
移
譲
、
地
方
交
付
税
の
見
直
し
な
ど
、
三
位
一
体
改
革

へ
の
具
体
的
取
り
組
み
へ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
、
こ
の
実
現
な
く
し
て
地
方
の
自

立
は
あ
り
得
な
い
。
（
国
に
対
し
）
地
方
か
ら
の
具
体
的
改
革
案
を
提
言
し
、

実
現
を
求
め
る
。

　

こ
れ
ま
で
国
の
景
気
対
策
に
呼
応
し
、
社
会
資
本
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
行
政
効
果
は
十
分
と
は
言
え
ず
、
税
収
、
交
付
税
な
ど
が
ピ
ー
ク
時
に

比
べ
、
十
数
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
落
ち
込
み
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今

年
度
予
算
を
「
自
立
と
構
造
改
革
元
年
」
と
位
置
づ
け
と
し
た
い
。』

　

そ
れ
で
は
、
財
政
悪
化
の
責
任
は
ど
こ
に
。
県
民
世
論
調
査
は
、
国
地
方
を

問
わ
ず
政
治
に
か
か
わ
る
人
が
、
大
勢
と
で
ま
し
た
。
し
か
し
結
局
は
経
済
成

長
に
引
き
ず
ら
れ
「
利
益
誘
導
型
の
政
治
」
を
容
認
し
、
選
択
し
て
き
た
有
権

者
に
結
局
は
逆
も
ど
り
し
そ
う
で
あ
る
。
以
下
、
予
算
審
議
を
通
じ
て
あ
き
ら

か
に
な
っ
た
、
県
財
政
の
お
か
れ
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

県
債
残
高
は
、
一
兆
四
〇
四
四
億
円

　

こ
の
額
は
今
年
度
末
の
見
込
み
額
で
す
。
人
口
一
四
〇
万
人
・
県
民
一
人
当

た
り
、
ざ
っ
と
百
万
円
相
当
に
な
り
ま
す
。
今
年
度
は
さ
ら
に
一
四
八
六
億
円

の
増
発
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
来
年
度
は
一
兆
四
二
〇
〇
億
円
台
に
達
す
る
見

込
み
で
す
。

　

一
般
会
計
の
収
入
、
支
出
の
状
況
は
次
頁
以
降
表
１
、
表
２
に
よ
り
ご
覧
下

さ
い
。

7,7987,798
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＊
自
主
財
源
の
占
め
る
割
合
が
高

い
ほ
ど
財
政
運
営
に
弾
力
性
が
あ
り
、

政
策
の
選
択
肢
が
多
く
な
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
岩
手
の
自
主
財
源
は

三
一
・
九
％
に
対
し
、
東
北
六
県
平
均

は
三
九
・
六
％
。
そ
の
違
い
は
、
県
税

収
入
の
差
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み

に
宮
城
二
三
四
五
億
円
に
対
し
、
岩
手

は
一
〇
八
九
億
円
で
、
半
分
に
も
充
た

な
い
状
況
で
す
。

＊
依
存
財
源
の
場
合
�
東
北
六
県
平

均
六
〇
・
四
％
に
対
し
、
岩
手
六
八
・

一
％
で
、
そ
れ
だ
け
国
等
へ
の
依
存
度

が
高
い
こ
と
に
な
り
、
政
策
の
選
択
肢

が
窮
屈
に
な
り
ま
す
。

や
り
く
り
算
段
の
歳
入
予
算

　

「
三
位
一
体
改
革
」
と
い
う
言
葉
が

い
つ
の
ま
に
か
、
地
方
分
権
と
い
う
期

待
感
の
あ
る
言
葉
に
置
き
換
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
実
態
は
「
地
方
の
こ
と
は
地

方
に
委
ね
る
」
に
転
化
さ
れ
た
交
付
税

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
基
幹
と
な
る

財
源
移
譲
の
方
向
が
迷
路
に
入
っ
た
ま

ま
で
す
。
し
か
し
、
新
年
度
の
歳
計
に

待
っ
た
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
や
り
繰
り

算
段
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

傾向
１５年度比

増減（△）額

１５　年　度１６　年　度歳入総額

（収入） 構成比８１７，０２８構成比７７９，８２９

→△３１，３７３３４．４％２８０，４８４３１．９％２４９，１１１自主財源総額

→

→
→

→

３，２８３

１，１９２

△９，７４４

△２６，１０４

１２．９％

３．１　

１１．９　

６．５　

１０５，６７１

２５，２４３

９７，３９４

５２，１７６

１４．０％

３．４　

１１．２　

３．３　

１０８，９５４

２６，４３５

８７，６５０

２６，０７２

県 税

地方消費税清算金

諸 収 入

使用手数料等

→△５，８２６６５．６％５３６，５４０６８．１％５３０，７１４依存財源総額

→

→

→

→
→

△８，８７３

△１１，４７１

４，２９０

１０，５２６

△２９８

２９．９％

１６．７　

０．８　

１６．９　

１．３　

２４４，４５５

１３９，６８１

６，１８４

１３８，１６０

８，０６０

３０．２％

１６．４　

１．３　

１９．１　

１．１　

２３５，５８２

１２８，２１０

１０，４７４

１４８，６８６

７，７６２

地 方 交 付 税

国 庫 支 出 金

地 方 譲 与 税

県 債

分 担 金 等

歳入予算の構造をみる表１：一般会計 単位：百万円
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議員発議により提出・処理された発議案　第６回定例会１６/３/２２

○医師確保対策の充実・強化を求める意見書

○地域における雇用対策の拡充強化を求める意見書

○中小企業・商店街対策の推進及び中小企業向け金融対策に関す

　る意見書

○地方自治確立のための三位一体改革に関する意見書

○持続可能で安心できる公的年金制度の確立を求める意見書

○輸入牛肉の安全性確保及び高病原性鳥インフルエンザ対策に万

　全の措置を求める意見書

　など９件の意見書が最終本会議に議員発議案として提出され同

日採択され、衆参両院議長並びに総理大臣その他関係国務大臣あ

て送付されました。
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経費の

性　向

１５年度比

増減（△）額

１５　年　度１６　年　度歳出総額

（支出） 構成比８１７，０２８構成比７７９，８２９

→△９，５６３２６．９％２１９，３９２２６．８％２０９，０３３人 件 費

→７１９３．３％２７，３２５３．６％２８，０４４物 件 費

→１，８９１１３．４％１０９，４４１１４．３％１１１，３３２補 助 費 等

　

　

　

　

１５，５７５

７１，９２７

　

　

１７，４２８

７２，７６０

・負担金　寄付金

・補助　交付金

→△２２，７２２２３．３％１９０，３９４２１．５％１６７，６７２普通建設事業
→

→

→

△１３，１１５

△１２，５６７

５，０１８

　

　

　

９８，３１１

６９，８８５

１６，６４４

　

　

　

８５，１９６

５７，３１８

２１，６６２

・補 助 事 業

・単 独 事 業

・国 直 轄

→５，９０６１８．０％１４６，７１４１９．６％１５２，６２０公 債 費

歳出予算を性質別をみる（主要経費のみ）表２ 単位：百万円

注：投資的経費は、岩手１，９０４億円に対し、宮城１，６０９億円で、東北６県平均額は
　　１，７４０億円となっております。

�人件費（知事や職員給与など）　９５．６億円減額されています。

�建設事業では、補助事業分１３１億円、単独分１２５億円それぞれ減額。

　国直轄分は、港湾等の負担金の増となったものです。

�物件費や補助費等は、義務的経費のため増額となっています。

図３ 図４

����������������������������������

�宮城は、予算規模が平均を上回っているものの、人口当たりの投資額は最も少な　

　くなっています。福島も同様の傾向を示しています。

�秋田は逆に予算規模が平均値を下回っているものの、人口当たりの予算額は、最　

　も高くなっています。

�岩手と青森は、予算規模に対して人口当たり投資額は、概ね平均値を示しています。

東北６県の予算規模をみる
（図３）と、人口１人当たりの予算額（図４）を比べてみました。

結局、県債を前年比１０５億円増額し、収支を償ったことになります。

結局、全県共通して、１５年対１６年度は、予算規模、人口当たり投資額が減少しています。
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中 平 ひ と し 事 務 所　会 報（５）平成１６年４月２４日 第７号

　１６年度　 久慈・野田地区関連情報

　地元商店街の活性化がまたれる中、久慈銀座商店会のファサード整備事業が、

１６年度事業として内定。この事業は久慈商工会議所が、TMO事業として要望

したもので、商店街区全体の整備と、専門店街としての魅力アップをはかり、

併せて各個店の連続性・統一性をもたせ、ひさしを設置するものです。

　�実施主体：協同組合久慈銀座商店会

　�実施箇所：久慈市内二十八日町

　�実施時期：平成１６年９月～

　この事業と併せて、街路の電柱などの

　地中化事業も進められています。

■１６年度公共事業（久慈・野田分より抜粋）

今年度予算箇 所 名路線名事 業 名

４０，０００千円

１０，０００　

２０，０００　

８，０００　

５５，０００　

５６，０００　

３２，０００　

８，０００　

１０，０００　

野 田 村

長 内・滝

久慈・長内町

久慈・長内町

荒 町

諏訪下地区

久慈・本 波

久 慈・大 沢

野田村野田

明内川

長内川

長内川

長内町

久慈市

久慈港

侍浜夏井

２８１号

野田港

総合河川改修

県単河川改良

県単河川改良

水辺環境再生

傾斜地崩壊対策

港 湾 改 良

緊急地方道整備（改築）

県単道路改良

県単交通安全施設整備
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4月５日　主浜後援会結成
お 礼 の あ い さ つ

主　浜　りょう　氏
　後援会を設立頂き有り難うございます。

この度小沢先生の政治理念に惹かれ、岩

手選挙区公認でお世話になることになり

ました。県庁在職中は、中平県議をはじ

め久慈・野田地区の皆様のお世話になりました。

　さて、日本の政治状況は由々しいものがあります。農業は食料自給

率向上と、減反という矛盾を抱え、一方、水産業は海域の制約から、

前浜漁業推進の課題を。商工業は外圧の間で流通の問題等々。何れも

元気をなくしています。今こそ政権交代による「日本一新」、政治が

リーダーシップを発揮すべき時です。

　この夏の参院選は、全国比例の工藤先生と、密接に連携させていた

だき、政権交代に向けて渾身を捧げる覚悟であります。皆様の変わら

ぬご叱声をお願い申し上げ、お礼のご挨拶と致します。

　おわりに、久慈・野田地方皆様のご隆盛をご祈念申し上げます。

　

ま
と
め
と
し
て

　

岩
手
県
の
財
政
構
造
を
東
北
６
県
と
比
較
し
、
ま
と
め

て
見
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
岩
手
に
お
け
る
行
財
政
運
営

の
是
非
は
別
に
お
く
と
し
て
、
「
国
の
財
政
改
革
」
と
い

う
今
日
的
課
題
に
向
き
合
お
う
と
す
る
厳
し
い
台
所
事
情

が
伺
わ
れ
る
平
成　

年
度
予
算
で
あ
り
ま
す
。

１６

今年度予算箇 所 名路線名事 業 名

１０，０００千円

２，０００　

２３，０００　

７０，０００　

１００，０００　

１００，０００　

２０，０００　

２５，０００　

３２，０００　

久慈・上戸鎖

久慈・夏井跨線橋

野 田・明 内

久慈・滝の２

野田・玉川

久慈・小袖の２

野田・玉川

久慈・木売内

久慈・白山大橋

久慈岩泉

３９５号

野田山形

久慈岩泉

安家玉川

野田長内

村横小路線

野田山形

久慈岩泉

道路歩行環境整備事業

緊急橋梁補強事業

緊急地方道整備（交安）

　　〃　　（災害防除）

　　〃　　（災害防除）

　　〃　　（災害防除）

　　〃　　（代　　行）

地方特定道路整備（改築防災）

　　〃　（橋梁補強）
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民主党久慈支部 /主浜後援会結成なる
　去る４月５日市内で工藤堅太郎後援会、

中平ひとし後援会、欅の会久慈支部三者

合同役員会が開かれました。会議では民

主党久慈支部結成が確認され、同久慈支

部長に中平県議が全会一致で了承されま

した。またこの夏の参院通常選挙に、民

主党公認で立候補予定の主浜りょう後援

会の立ち上げが議題となり、満場一致で

主浜氏を支援する方針が確認されました。

　同後援会会長に山王・欅の会久慈支部

長を選任。当日は工藤民主党県連第二総

支部長、主浜党県連参与も出席。予定者

である主浜氏は、

後援会結成に感

謝のあと「全国

区比例選公認の

工藤先生と連携

し皆様のご支援

に応えたい」と

の決意表明があ

りました。

　

景
気
は
上
向
き
が
も
っ
ぱ
ら
の
世
柄
。
反
し
て
こ
の

度
成
立
し
た
県
予
算
の
内
容
は
ひ
ど
す
ぎ
る
。
よ
く
も

斬
っ
た
も
の
だ
。
地
方
に
と
っ
て
命
綱
・
交
付
税
の
こ

と
で
あ
る
。
地
方
切
り
捨
て
の
政
治
に
計
り
し
れ
な
い

重
み
？
を
感
じ
る
。「
三
位
一
体
」と
か
け
て
、
偽
善
と

解
く
。
そ
の
心
は
？
二
つ
の
与
党
と
官
僚
機
構
が
仕
組

ん
だ
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
あ
る
。
さ
な
が
ら
、
脚
を
奪

わ
れ
た
蟹
が
、
砂
浜
で
溺
れ
る
光
景
。
地
方
は
立
つ
瀬

が
な
い
。
交
付
税
制
度
は
富
の
再
配
分
と
い
う
重
み
を

も
つ
文
化
。そ
の
粋
を 
利 
か
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。（
M
）

き

会報は今後随時発行します。中平に対するご意見・ご要望などをお寄せ下さい。

編
集
後
記

後援会総会・県政報告会終わる
　２月２１日市内のホテルで後援会総会・

県政報告会を開きました。総会には、来

賓として山内隆文久慈市長の参席を頂き

ました。又総会終了後の県政報告会には、

参議院議員平野達男先生、工藤党県連第

２総支部長、主浜党県連参与、中塚党久

慈支部長など多数の出席。席上梶田会長

より「この一年間のご支援に感謝します。

本日は昨年と大きく違っており、本人が

バッジを付けております。偏にご参集の

皆様のご支援の賜でございます」と挨拶。

　このあと後援会１年間の事業計画・活

　　　　　　　　　　動方針（主浜りょ

　　　　　　　　　　う氏の参院選支援

　　　　　　　　　　）についての承認

　　　　　　　　　　を頂きました。ま

　　　　　　　　　　た懇親の席は、ご

　　　　　　　　　　来賓の皆様を囲ん

　　　　　　　　　　で盛会のうちに終

　　　　　　　　　　わりました。　　

　　　　　　　　

� � � 後 援 会 の 動 き � � �

�平成１６年度予算および関連する資料を供覧しております。

中平事務所からお知らせ

　　 中 平 ひ と し 事 務 所  
　住所　〒０２８－００５２　岩手県久慈市本町１-７

電話　０１９４-５３-０１１１　ＦＡＸ　０１９４-５３-０１３６    
http://www.nakatai.net　メールアドレス:hitoshi＠.nakatai.net
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民主県民会議一回生「一五会」研修会（於・東京）




